<日常性>からの経済学 -《経済の限界》- (経済本質論序説) by 高橋, 正立












12べ,JT 下から 3行目 1898-土星gi)
18 下から13行目 とどまる畠且 虹が
139 上から 7行目 Lange,上皇旦-1965)
205 上から 3行目 第上.迭手段














































































く 日 常 性 } カ3･ら の 経 済 学
- 《経 キ斉 の l顎邑界 》 -
(経済木賃論序鋭)
高 嬬 正 立
1987年7月
目 次
序 吾亮 一 経 専斉 本 質 論 の 意 壷垂
(1) 近代科学批判-1
(2) 経済学と経済･･3
(3) 経済本質論 ･広義の経済学 ･比較体制論-6
(4) 本番の計画-8
賀写 Ⅰ書fS 経 済 と C:土何 カ 1
1 .方法論のレベルで (マーシャル対ロピンズ)
一 手段 ･日的内容からの規定と行為様式からの規定 - --･････11
(1) はじめに-ll
(2) 17-シャルによる く経済)の走滋とロピンズによる批判･112
(3) 手技の問題 - ｢物質的要件｣をめぐって-14
(4) 目的の閑地 - ｢厚生 (福祉)｣をめぐって-17
(5) ロピンズの方法の抽象性 ･形式性-19
(6) 2つのアプローチそれぞれの射程-22
2 . ｢市場Jを軸として (ボラー二村ハイェクト ･･--･ --･-･････- ･-31
(1) はじめに 一 存在としての (経済ト-31
(2) 苧史的措近 一 現在の語法の過去への投影･･35
(3) ｢生活の潜み｣- ボラ-ニ-37











(3) 欲求と手段の全体性 一 生活からの出発-105
(4) ｢経済の基本的な2方向｣ (メンガ-)-108
(5) 経済と技術-111
(6) 結論 T ｢経済活動｣とは
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序 読旨 一 経 キ斉 ;奉 禁 書轟 の 意 重臣








































































































































































































































21 マックス･ウェー バー (MaxWeber.WirtschaftundGeseHsc71aft,1929【4teA
El.,hrsg.yonJohaTmeSYinck8】E]ann.1971.Tubimgen]の第1部 第2茸 [富永




3) 大熊倍行によるものは､ r経済本突論 - 配分と均衡J同文館､1937年 ;r蛙挿




は r経済原詩 Ⅰ- ｢軽済草批判J序説J (同文瓜､1973年)となうているかt
内容は "捷折本突崇拝鋭~というべきものである.
- 9-
覇等 Ⅰ吾rS 経 キ斉 と 亡ま 何 カ ▲
第 1 牽 方 法 論 の レ べ ノレ で
(-7 - シ ャ )レ対 ロ ビ ン _ヌご)
一 手段 ･目的内容からの規定と行為横式からの規定 -





























































































































































































































































































































































































































































































































































































頚等2 章 ｢市 場 ｣ を 申由 と し ｢ご
くボ ラ - = 対 ′ヽイ ユ タ )






















































































































































































ポラーニ (KarlPolanyi,1886-1964)T) は､ r人間経済一般をその市場形
態と同等視する｣のは張りだとし (L.p.6,訳36)8)､その立場から_ ｢交換｣
のほかに､ r互酬 recipr8City｣とか ｢再分配 redistrubutionJという く経
防)の串英を､過去の歴史および現代の人類学的知見の中から引き出してくる
のである (L.p.35ff‥ 訳89以下) .
それでは､ポラーニにとって､ (経済)とはいったい何であろうか.









.これに反し､第2の意味は ｢実体的な substantiveもの｣である｡ ｢それ
は､人刑は他のあらゆる生きものと同じように､自分を維持する物的環境なし
には群時たりとも生存できないという基本的事実を指し示している｡それが経





















































とは､a)場所の移動 (輸送 ･生産)､t) 占有の変化を指す｡しかし､それだ
- 39-









































もっ訪日的 - たとえば､家計､企粟､あるいはその他の任意の組織 (これに
は政府もはいる) 一 に役立つように資源を偵正に準備し組蛾することにも用
いられるし､さらには､こうした種類の経済が多数相互に関係し合っているよ
うな細道､すなわち､ 社`台経済'､ 国`民経済■､ 世`界経済 'あるいはたん
















のように思える.｣とした上で､ ｢市塙理論Jを ｢キヤタラクテイクス cata







ス 【交換学]の序論的部分 一 時として 単`独経済 si叩lOeCOnOJ)ies'と呼




































































































































































続けて未亡人によれば､ ｢彼の憎悪は､市場社会とその影響 一 人間から人間































































































































第 3 牽 認 昏駄 関 JL､カiら の ア プ ロ - チ






























































































































































































































































































3)語確の過程 (2) - 予期悌























































































































































































































































































































































































(4) 琵 徒 の 構 造


























































































































































































(5) (経 済 ) の -iXr.,路 に 向 け て





















































































































































































one-sownCOndition｣r啓連的 universal (恒常不変 unifoma71dconsta
















活のなかで人はたんに く生)の維持だけでなく､ (坐)の充実 (深化)のため
の努力をたえず続けるものだ､という主張になる｡スミスにおいて､ (経済)











































d.終 り に (撞済)の範囲は､こうして､そこに照射されている
(関心)の光束をだんだん絞ることによって､しだいに限定され､それに応じ
てかなり明確な姿をとるようになって来た｡
















































































































































15) 聴覚のばあいでも､ r耳を温まして聴く｣､ ruElき耳を立てる｣などというよう
に､能ih的にも鋤く.したがって､ r能軌的｣. r更別的｣というのは､それぞれ
の感覚に国有の性質ではない.








































































ll) ボラ-ニの く経済)の孟掛 よ､この技術的側面の扱いかあいまいである.
- 97-


































以上の考察は､ (経済)の定盤にさいしては- おそらく人間 ･社会に関す





































































































































































































































































































































































































































































































































netics.Londorl.1961,pp.40and122(篠崎 ･山崎 ･銀杯訳 rサイバネティクス
入門j宇野書店)をも参照｡






















ついては､杉原四郎の r経折原論 JJlか､ディル}/ (CharlesWentvDrthI)ilke,
1789-1864)に依拠して ｢処分可枯な時間 disposabletiEbeJについてのは論を屈
- 117-
unしたマルクスの r経済学批判要綱』を論じていIr､示唆的である (杉原四郎 r経
























ポラーこのこの主張は､ドー ル トン絹の ｢メンガ-に別ナる娃蹄の2つの意味｣
とピアソンiLr'の F人朋の珪肺.1のなかで行なわれているが､いずれも､彼自身によ
って完成された論文ではなく､それ自身完成度も低く､とくに前者は原文を入手し








8) メンガーはそれを具体的に､次のように説明している､(1)芸術家や学者 一 技
術的にすぼらしい成果を上げるがtそのさいに経済的な目的を追求しはしない､(2)
- 118-






















角等 1 牽 人間 と 自 然 ､





































































































































































































































































































































































角等2 ≡醇 酉己分 概 念 と そ の 害者 事琶機






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































番中の茄3帝 ｢価値論詰合の沈み 一 労触配分の原理｣は､1922年に r生産力配分














































































37) ぺティ r租税京柄削 大内 ･松川訳､若政文臥 119<,I.
叫 近代経済学者の中には､時間の棟塩的な役割を認めようとする人かいる.ltfツコ
-サー (RichardZeckhauser)かその人で.彼は r効用の唯一究瞳的源泉は時間の

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































B.- ･)をそれぞれの単位に区切り (A=(a),a2,- ･),B=(bt,b2,





的ごとの版序集合 (例 :Ⅹ,Y,Z.- ･;Ⅹ(al>bl>a2>cl>- ･),
Y(al>a2>bl>cl>･- ),Z(al>cl>bl>a2>- .). - ･)を考え､
この中から､主体か適当な順序典合を選び出すことになる｡もっとも､そのた
























































































































lD) この間功については.たとえば見田宗介 丁価値意識の理論 - 駄盟と皿徳の社会
学 - j弘文堂､196時 ､86-89乳 を参照せよ｡







に､山内朝 ｢稀少性 ･相互性 ･相克桂 一 r弁証法的理性批判j批判J r思想J19














17) 西川潤 F井田- 21世紀の地球j音波等店､1983年.28ぺ･3.
]8) 第 【部 第4章 2,3節を春用｡
- 194-
崇等4 牽 酉己分 決 定 一 選 択 と 薬 用 日




















































































































































































































































































手段) (あるいは簡単に (直接手段日 または (第1次手段)と呼び､この第


































































































































(5) 手段からの制約 一 葉用論 -
(a)阿漕設定 前節に描きだした r単なる選択｣の状況 一 社数の用途
相 的)をもっ一定の種類 ･丑の資源 (手段)か与えられたとき､主体はその
手投を各用途に振り向けたばあいに得られると期待される浦足度を比較するこ



































































































































































































































活手段を獲得する手段としての生産賞讃 (土地 ･自然資源 ･自然詩カ･労触用












































































































































































































































































S 一､､､､､ や .<画 竺 F


































































































































33) 杉原四郎 F撞晴原論 Ⅰ- r掛 庁草批判｣序説-j同文館二1973年､の第3.4茸
を参照.















舞写工王Ⅰ書rs 過 程 と L て の 経 済
第 1 章 生 幸吉 過 程 の 再 生 産

















































































































































































































































































































































































































































































































































(:1.∴ 2ト (管 :22,)











































































































































































































皿i -人間 dj ･-その他の事物
恥一･-人間の状態 djr-･その他の堪物の状態
とすれば､
D= (刺,EI2 ,-.,di,･- ,dp,dl.如 , ･･･,dj.- .dq)
LnlL)21- Zml- mpZ alld2t-.djl･･･dql
b12D)22- Di2- E]p2 d12d22- dj2- dq2
J)trA)2l-- 加,- Jdpr dlrd2r- djr･･dq,
- 2 5 6 -
LmInD2n- m - a,n dlnd2n･･･djn- a.n｣
変化は､結括的には D-D'-D'･+ - - として､個別的には､それぞれ







(4) (巌 , mk｡,ld-_;:UIL)- (皿h',回 ,dju')
































































































































































14) この点を正しく指摘したものに､金子甫 ｢生産者と生産物の所有者との同一性 -







第 2 章 イ匡l 体 ･ 家 庭 ･ 社 会
- ｢家 庭 ｣ の 経 済 的 構 造 -

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〔袈･4〕 家 彪 内 分 芙 (例)
必弼 芸軌器ー AⅡ t矧B l EL だiA I B
1. 睡 眠 .休 射2- 食 lt軒! 3:00 4:00 1:003 衣4 位 214 12ニ
5. yF池 .入浴なt.i 0=30




























〔去 ･5〕 柁LE活叫rEu)の配分 (例)






6. 如 来 ･文 化
7. 社 会 開 床)














































































































































































































































































1) 本章は､rr裏庭Jの経済的締遣 一 点晴本葉旨の視角から- Jと遷して r人文J
京都大学教養部.21､1975年3月､に先妻したもの､ほぼそのままである.
)) 近ft娃洋学の中で､アメリカの国民経済を (1)企英経済 (2)政府経済 (3)団件提
済 (4)家計経済 の4部門に分けて考察しているソーローの著作は､まだしも私の
興味を引くものである.彼の ｢家計珪済｣への関心は r合衆国の泡星組抱における





















































ZD) ここでは､パレートの ｢社食の効用｣と ｢社会にとっての効用｣という2つの概


















































第3牽社 会 と 家 庭 の 間 ♯)




















間 - ひいては経済 - と自然との関係が深刻なものになって来た｡こ













































































































































































































































































うモデルCを考えよう｡つまり､炊事 ･掃除 ･洗濯 ･牡い動 く崩み物) ･実用
































































































W :洗濯清新の時間 M :洗描境製造の時間
丘 :家庭内活動 S :社台的共同活動
















































































































(6)時 間 配 分 の 一 体 性
一 家庭内と社会内と-


























































































































































ー 32 3 -
⊂付 論 コ
教 育 - 労 働 力 再 生 産 の 1 要 栗 一 書)
- ｢教育の経済学｣の対象 ･方法 ･性格 -
(1) は じ め に
不幸にして､少なくとも日本においては､大多数の大学人にとって ｢紛争｣
の記憶としてのみあとをとどめているにすぎない大学問題は､じっさいは､そ
















































法 ･経営)へある学問 (たとえば､医学 ･心理学)の認識成果を利用するばあ
- 325 -
い (法医学 ･経営心理学)､ある草間 (経済学)の武器として他の学問 (数学)








































































































































































































































































































































































































































































































16) 文部省 r日本の成長と教育 一 教育の展開と経済の先達 - 11962年11月.
17) っぎの書物は､むしろそのことを研究の自覚的な出先点としている｡北海辻大草
教育経済研究全編 r経済と教育 - 教育経済研究序説 - J東洋館出版社､1964年｡
18) ここの叙述では､教育の慣地と堤防の領域とが2元的に対立するかのごとくにな
っているか､経済はもともと手放価値の頑軌こ属すべきものであり.両者は対等の
対立関係ではない.とはいいなから､撞i刑ま数行にたいしてのみ手段であるわけで
はなく_経済から見れば､教育も人間生活のたんなる1慣城として多くの可旭的な
話目的の1つにすぎない.したがって､故青と堤防との関係だけを取りだしてくる
と､桂折はtdl叙的に人間生活一般を丑かにするものという一般性をもって現われ､
督逆的なもを代表する立場に立っのにたいし､教育は特殊性の立場に追いやられて
しまう｡けっきよく.いかなる価値通釈を行なうかは､人間生活の全領也を相互に
比較することによってはじめて可能となるものであって_教育と経済とだけを対立
させて見てもはt=まらない.
19) 基喋的な作菜としては､現実の娃iHと教帝との関係.またはある敦帝政プ軌こおい
て､撞講的価値と教育的価値とかどのような関わり合い方をしているか､またその
さい客祝的にはどのような価値過択か行われていることになるのかを､はっきり示
すことが必要になる.ただ.この点になると､この方面の研究者には経済学の知曲
に加えて教育学の訓練も必要とされることになろう｡
2D) 資本主糞の段階規定を.原論の次元では､この視角から試みる必要かあろう.
2日 このことは､資本制のもとにあっては､資本かいよいよ深く労肋を自己の支配下
に取り入れることを意味している.しかし.それによって､資本対労肋の対立の鳩
も､物架的生産の塙から人間生産の喝_教育の鳩へと広がることになる｡ただ対立
の形態は異なったものにならざるをえない.教育界における近年の対立 ･紛争も_
この視角から整理する必要かある.柴田進牛 ･平川俊彦 ｢大草の現状と展望｣r謹
済評論j1965年11月-66年12月､はこうした試みの 1つであった.
- 343-
